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第一部 【企業情報】 
 

第１ 【企業の概況】 
 

１ 【主要な経営指標等の推移】 

 

回次 
第 23 期 
第２四半期 
累計期間 

第 22 期 

会計期間 
自 2021年12月１日 
至  2022年５月31日 

自 2020年12月１日 
至  2021年11月30日 

売上高 (千円) 3,939,222 7,243,666 

経常利益 (千円) 253,274 363,217 

四半期(当期）純利益 (千円) 172,718 275,896 

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) - - 

資本金 (千円) 20,000 20,000 

発行済株式総数 (株) 4,000,000 4,000,000 

純資産額 (千円) 1,990,512 1,955,711 

総資産額 (千円) 3,748,372 3,160,323 

１株当たり四半期(当期）純利益 (円) 45.94 69.68 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) - - 

１株当たり配当額 (円) - 36.68 

自己資本比率 (％) 53.1 61.9 

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 530,523 64,015 

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △132 △12,206 

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △110,525 △255,071 

現金及び現金同等物の四半期末(期
末)残高 

(千円) 2,139,337  1,719,260 

 

回次 
第 23 期 
第２四半期 
会計期間 

会計期間 
自 2022年３月１日 
至 2022年５月31日 

１株当たり四半期純利益 (円) 20.97 

(注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。 

２．当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。 

４.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から

適用しており、当第２四半期累計期間及び当第２四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当該

会計基準等を適用した後の指標等となっております。 

５. 当社は、第22期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第22期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 
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２ 【事業の内容】 

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２ 【事業の状況】 

 

１ 【事業等のリスク】 

当社は、第22期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第22期第２四半期累計期

間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前

第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。 

また、第１四半期会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を

適用しております。詳細は、「第４経理の状況 １ 四半期財務諸表 注記事項(会計方針の変更等)」に記載のとお

りであります。 

 

（１）財政状態及び経営成績の状況 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症変異株による再拡大に対してまん延防

止等重点措置が発令されました。また、原油価格や原材料価格の高騰によるインフレ懸念やロシアによるウクライ

ナ侵攻等、先行き不透明な状態が続いております。 

このような中、当社の先端エンジニアリング事業においては、慢性的なIT人材不足に伴う企業によるIT人材に対

する高い需要が継続していることから、オンサイト型開発支援業務、受託開発業務とも増加しました。一方で、企

業からの高い需要に応えるため積極的にエンジニアを採用したことに伴い、人件費を中心に売上原価は増加しまし

た。 

 これらの結果、売上高は3,939,222千円、営業利益は250,134千円、経常利益は253,274千円、四半期純利益は

172,718千円となりました。 

 当社は先端エンジニアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（資産） 

  当第２四半期会計期間末の流動資産合計は、前事業年度末と比べ422,819千円増加し、3,293,464千円となりま

した。主な要因は、現金及び預金が419,866千円増加し、売掛金が15,926千円増加し、電子記録債権が1,483千円減

少し、前払費用が9,338千円増加し、未収入金が5,224千円減少し、立替金が12,429千円減少したことによるもので

あります。 

  固定資産合計は454,907千円となり、前事業年度末に比べ165,229千円増加いたしました。これは主に繰延税金

資産が172,280千円増加したことによるものであります。 

 この結果、総資産は3,748,372千円となり、前事業年度末に比べ588,049千円増加いたしました。 

 

（負債） 

  当第２四半期会計期間末の流動負債合計は、前事業年度末と比べ546,200千円増加し、1,543,212千円となりま

した。主な要因は、未払法人税等が229,925千円増加し、未払費用が417,898千円増加し、未払消費税等が12,760千

円減少し、預り金が68,553千円減少し、未払金が39,887千円減少し、未払賃金給与が21,969千円減少したこと等に

よるものであります。 

 固定負債合計は214,647千円となり、前事業年度末に比べ7,047千円増加いたしました。これは主に役員退職慰労

引当金が7,314千円増加したことによるものであります。 

 この結果、負債合計は1,757,860千円となり、前事業年度末に比べ553,248千円増加いたしました。  

 

 (純資産） 

  当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比べ34,801千円増加し、1,990,512千円となりまし

た。これは四半期純利益172,718千円の計上、剰余金の配当137,916千円の支出等によるものであります。 

 この結果、自己資本比率は53.1％（前事業年度末は61.9％）となりました。  
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（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）   

営業活動の結果使用した収入は530,523千円となりました。これは、主に税引前四半期純利益253,274千円に未払

費用の増加額417,897千円等を加算し、その他流動負債の減少額135,576千円を差し引いた結果によるものでありま

す。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動の結果使用した資金は132千円となりました。これは、主にその他の投資（敷金の支払い）の増加によ

る支出960千円によるものであります。  

     （財務活動によるキャッシュ・フロー）  

財務活動の結果支出した資金は110,525千円となりました。これは、主に配当の支払額109,754千円によるもので

あります。 

 

（３）経営方針・経営戦略等 

 当第２四半期会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。 

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な

変更はありません。 

 

（５）研究開発活動 

該当事項はありません。 

 

３ 【経営上の重要な契約等】 

  当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

 

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

 

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 16,000,000 

計 16,000,000 

(注) 2022年５月31日開催の臨時株主総会決議により、2022年５月31日付で定款の変更が行われ、発行可能株式総数は

8,000,000株増加し、16,000,000株となっております。 

 

② 【発行済株式】 

 

種類 
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(2022年５月31日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(2022年８月９日) 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 4,000,000 4,000,000 非上場 

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。なお、単元株式数100株
であります。 

計 4,000,000 4,000,000 - - 

 

(2) 【新株予約権等の状況】 

① 【ストックオプション制度の内容】 

 該当事項はありません。 

② 【その他の新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

  該当事項はありません。 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

 年 月 日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額 
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

   2022年５月31日 - 4,000,000 - 20,000 - - 

 

(5) 【大株主の状況】 

2022年５月31日現在 

氏名又は名称 住所 所有株式数(株) 

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％) 

株式会社ウェストリバー 神奈川県横浜市西区宮崎町58番地1 1,600,000 42.55 

西川 三郎 神奈川県横浜市西区 1,492,000 39.68 

西川 香代子 神奈川県横浜市西区 300,000 7.98 

松島 亮太 神奈川県横浜市西区 160,000 4.25 
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西川 明宏 神奈川県横浜市中区 104,000 2.77 

西川 優 神奈川県横浜市鶴見区 104,000 2.77 

計  3,760,000 100.00 
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(6) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

   2022年５月31日現在 

区   分 株式数(株) 議決権の数(個) 内   容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 

普通株式 
240,000 

― 
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。なお、
単元株式数100株であります。 

完全議決権株式(その他) 
普通株式 
3,760,000 

37,600 同上 

単元未満株式 ― ― ― 

発行済株式総数 4,000,000 ― ― 

総株主の議決権 ― 37,600 ― 

② 【自己株式等】 

      2022年５月31日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
ジャパニアス株式会社 

横浜市西区みなとみらい二
丁目２番１号横浜ランドマ
ークタワー１８Ｆ 

240,000 － 240,000 6.0 

計 ― 240,000 － 240,000 6.0 

 

２ 【役員の状況】 

  前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません 
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第４ 【経理の状況】 

 

１  四半期財務諸表の作成方法について 

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。 

なお、当新規上場申請のための四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同

四半期との対比は行っておりません。 

 

２  監査証明について 

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第

１項の規定に準じて、第２四半期会計期間( 2022年３月1日から 2022年５月31日まで)及び第２四半期累計期間( 2021

年12月１日から 2022年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを

受けております。 

 

３  四半期連結財務諸表について 

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１ 【四半期財務諸表】 

(1) 【四半期貸借対照表】 

 
 

 (単位：千円) 

 
前事業年度 

(2021年11月30日) 
当第２四半期会計期間 
(2022年５月31日) 

資産の部   

  流動資産   

    現金及び預金 1,719,471 2,139,337 

    売掛金及び契約資産 1,011,963 1,027,889 

   電子記録債権 81,661 80,178 

    その他 58,238 46,599 

    貸倒引当金 △690 △540 

    流動資産合計 2,870,645 3,293,464 

  固定資産   

    有形固定資産 53,000 48,566 

  無形固定資産 12,412 10,388 

    投資その他の資産 224,264 395,951 

    固定資産合計 289,678 454,907 

  資産合計 3,160,323 3,748,372 
 
負債の部   

  流動負債   

    買掛金 3,829 5,074 

  未払費用 524,078 941,976 

  未払法人税等 22,909 252,834 

    賞与引当金 125,991 142,401 

   受注損失引当金 896 1,976 

    その他 319,306 198,948 

    流動負債合計 997,012 1,543,212 

  固定負債   

    役員退職慰労引当金 207,133 214,447 

    その他 467 200 

    固定負債合計 207,600 214,647 

  負債合計 1,188,026 1,757,860 

純資産の部   

  株主資本   

    資本金 20,000 20,000 

    利益剰余金 2,058,450 2,093,251 

     自己株式 △122,739 △122,739 

    株主資本合計 1,955,711 1,990,512 

 純資産合計 1,955,711 1,990,512 

負債純資産合計 3,160,323 3,748,372 
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(2) 【四半期損益計算書】 

【第２四半期累計期間】 

 

 (単位：千円) 

 
当第２四半期累計期間 
(自 2021年12月１日 
至 2022年５月31日) 

  売上高 3,939,222 

  売上原価 2,982,823 

  売上総利益 956,398 

  販売費及び一般管理費 ※706,263 

  営業利益 250,134 

  営業外収益  

    助成金収入 3,128 

    その他 10 

    営業外収益合計 3,139 

  経常利益 253,274 

  税引前四半期純利益 253,274 

  法人税、住民税及び事業税 252,836 

  法人税等調整額 △172,280 

  法人税等合計 80,556 

  四半期純利益 172,718 
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

 (単位：千円) 

 
当第２四半期累計期間 
(自  2021年12月１日 
至  2022年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

  税引前四半期純利益 253,274 

  減価償却費 7,376 

  貸倒引当金の増減額(△は減少) △150 

  役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 7,313 

  賞与引当金の増減額(△は減少) 16,409 

  受注損失引当金の増減額(△は減少) 1,080 

  受取利息 △10 

  売上債権の増減額(△は増加) △14,442 

  棚卸資産の増減額(△は増加) 3,076 

  その他流動資産の増減額(△は増加) 8,788 

  仕入債務の増減額(△は減少) 1,244 

  未払消費税等の増減額(△は減少) △12,759 

  未払費用の増減額(△は減少) 417,897 

  その他流動負債の増減額(△は減少) △135,576 

  小計 553,523 

  利息の受取額 10 

  法人税等の支払額 △23,010 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 530,523 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

  貸付金の回収による収入 300 

  その他投資の増加による支出 △960 

  その他投資の減少による収入 528 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △132 
 
財務活動によるキャッシュ・フロー  

  配当金の支払額 △109,754 

 リース債務の返済による支出 △770 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △110,525 

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 419,866 

現金及び現金同等物の期首残高 1,719,471 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※2,139,337 
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【注記事項】 

(会計方針の変更等) 

  (収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適

用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれ

る金額で収益を認識することといたしました。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。また、当期第２四半期累計期間の損益に与える影

響もありません。 

収益認識基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「売掛金」は、

第１四半期会計期間より、「売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしました。 

 

 （時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。 

 

(四半期損益計算書関係) 

 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 

 
当第２四半期累計期間 
(自 2021年12月１日 
至 2022年５月31日) 

給与手当 203,552 千円

採用紹介料 144,191 千円

賞与引当金繰入額 38,496 千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,313 千円

貸倒引当金繰入額 △150 千円

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。 

 

 
当第２四半期累計期間 
(自  2021年12月１日 
至  2022年５月31日) 

現金及び預金 2,139,337千円 

現金及び現金同等物 2,139,337千円 
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(株主資本等関係) 

当第２四半期累計期間(自2021年12月１日  至2022年５月31日) 

 １．配当金支払額 

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2022年２月21日 
定時株主総会 

普通株式 137,916 36.68 2021年11月30日 2022年２月22日 利益剰余金 

 

 ２．基準日が当第2四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの 

   該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

   当社は先端エンジニアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

(収益認識関係) 

 顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

 

  当第２四半期累計期間(自 2021年12月１日  至 2022年５月31日) 

 

         区      分    金額（千円） 

派遣 
請負 

     3,886,430 
        52,792 

顧客との契約から生じる収益      3,939,222 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 
当第２四半期累計期間 
(自2021年12月１日 
 至2022年５月31日) 

(1) １株当たり四半期純利益 45円94銭 

(算定上の基礎)  

四半期純利益(千円) 172,718 

普通株主に帰属しない金額(千円) - 

普通株式に係る四半期純利益(千円) 172,718 

普通株式の期中平均株式数(株) 3,760,000 

 

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場である

ため期中平均株価を把握できませんので記載しておりません。 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

 

該当事項はありません。 
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